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arXivのMember Advisory Board (MAB) 
Meetingに行ってきました。
• 10/2 @Olin Library, Cornell Universitiy
• この会議はarXivのメンバーのうち、コンソーシアムなどの代表
者などを招集して、１年に1度開催。

• 参加者
• 多くが図書館：

• Los Alamos Library, TIB, U of California,  Ohio State Univ. U of Amsterdam, U of 
Queensland, U of Sydney

• 研究助成機関
• Jisc, Simons Foundation

• 研究者代表: professor at KTH (欠席）



arXivの現状

• 1,443,000 papers
• 600 new submissions/day
• 7 paper downloads/second
• 162 volunteer moderators
• 1 billion download+



arXivの現状



arXiv submission rate statistics
data for 1991 through 2017, updated 31 
December 2017

https://arxiv.org/help/stats/2017_by_area/index

47% physics, 26% math, and 22% cs.





どこから投稿しているのか

64% of total “author owner” data for Jan-May 2018



運営体制

• 執行チーム: 
• Oya Rieger, Program Director, (0.5FTE)
• Steinn Sigurdsson, Scientific Director (0.5FTE)

• 運営チーム
• IT開発：2FTE + 4FTE
• 運用：1FTE + 3.1 FTE 
• ユーザ対応：0.5FTE + 0.2FTE

• 技術アドバイザー 0.1FTE

• そのほか
• Paul Ginsparg, Matte Bierbaum
• 160名のモデレータ



ビジネスモデル

• コーネル大学：170,000 USD + In kind
• Simons Foundation: 100,000 USD + 300,000 USD (マッチングファン
ド）

• メンバー機関: およそ 500,000USD
• 機関あたり 1,000USD-4,400USD

• そのほか

• 計：1,400,000 USD程度



arXivの現状と課題

• Preprint serverを維持し、分野を順次増やしているという面にお
いてはarXivは順調に成長している。

• arXivが作ったpreprintの文化、およびビジネスモデルはOA時代
を迎え、分野を超え、高く評価されている。

• 多くの新興preprintはarXivをモデルに作ったと言及

• 一方、学術コミュニケーションの変貌に合わせて当初の役割と
異なる役割を求められるようになった。その変化に合わせて、
arXivのビジネスモデル、システムを変革できるか、これは大き
な課題である。



台頭するpreprint サーバ

• 1991 arXiv: 物理学、数学、計算機科学、統計学、経済学
• 1993 SSRN: 社会科学 他 [Elsevier]

• 2013 PeerJ Preprints: バイオサイエンス [PeerJ]
• 2016 bioRxiv: バイオサインエス [Cold Spring Harbor Laboratory]

• 2016 engrxiv: 工学 (OSF)
• 2016 socARXIV: 社会科学 (OSF)
• 2016 PysArXiv: 心理学 (OSF)
• 2017 BioRN: バイオサインエス [Elsevier]
• 2017 LawArXiv: 法学 (OSF)
• 2017 AgriXiv: 農学 (OSF)
• 2018 ChemRxiv: 化学[ACS, GDCh, RSC](figshare)



プリプリントサーバの新しい役割

• 学術コミュニケーションのエコシステムの一部として機能する
ことが求められている。

• すなわち、多様な出版（公開）手段の一つとしてのpreprintを
位置付け、機能を再設計することが求められている。

• 他の出版（公開）手段の役割分担
• 他の出版（公開）手段との連携
• オープンアクセスへ積極的な参画



論文出版（公開）の多様性

• ジャーナル論文だけではない多様な出版（公開）手段の発生

• プリプリントサーバ
• 機関リポジトリ
• サブジェクトリポジトリ
• オンラインプロシーディングサーバ

• オーバーレイ出版



プリプリントサーバの役割
• 速報板

• 発見などを素早く報告。その後、ジャーナル投稿、出版される。
• 著者版

• OA版をプリプリントサーバにおく
• 出版版との共存の一つの手段

• 速報板もジャーナル論文が出版された後は著者版の役割
• オリジナル版

• プリプリントサーバの論文が原板となる論文
• 時間が勝負の論文
• Citationされる

• 速報板もジャーナル論文が不採録の時はオリジナル版の役割

• これまで、プリプリントサーバの役割は速報板が第一義であったが、
そのプロセスで生じる著者版、オリジナル版としての利用が出てきて
いる。
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速報性が重視される分野での利用例

どちらもconference論文に
なってないよう。arXiv論
文が直接citeされている。



Journal, conference連携

• 最終版とのリンクがあること
• 投稿時に連携すること



arXivはOAに貢献しない？

• Open Access  and arXiv

• But we have just learned that by far the most successful repository of 
open access papers in our subject, the arXiv, is to be disallowed. .. 
Apparently the reason they gives is that there is no mechanism for 
linking a paper on the arXiv with the published version of the paper.

https://cameroncounts.wordpress.com/2018/07/29/open-access-and-
the-arxiv/

https://cameroncounts.wordpress.com/2018/07/29/open-access-and-the-arxiv/


bioRxiv

• DOI
• bioRxivからジャーナルへの直接投稿
• 出版版との自動リンク

https://www.biorxiv.org/submit-a-manuscript
https://www.biorxiv.org/submit-a-manuscript





arXivの課題

• DOI付与、メタデータの再設計
• ジャーナル、カンファレンス連携
• 学術コミュニケーションのエコシステムへの関与の機能強化
• ビジネスモデルの変革 ？

• より頑強な財政モデル



arXivにおける学会連携

• 学会、学会関連出版社をメンバー化
• American Astronomical Society (AAS)
• American Physical Society (APS)
• American Mathematical Society (AMS)
• Association of Computing Machinery (ACM)
• IOP Publishing (IOPP)
• AIP Publishing

• ACMとの連携実験
• ACMのconferenceにおいて投稿時に論文をarXivにもおく（opt-in)



システムの改善とarXiv Labs

• New Generation Systemへの以降（順次）
• 検索はすでにNGシステム

• 実験的サービスの提供
• Reference Extraction + Linking





なぜ、研究者は論文（書籍）を書くのか？
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• 仕事を獲得・維持したい
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プリプリントサーバの役割
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ジャーナルとの機能分担（オープンアクセス、速報性）
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まとめ

• Preprintサーバは学術コミュニケーションのエコシステムの重
要なパートになるようになった。

• 速報性のための出版手段
• オリジナル出版
• オープンアクセス出版（著者版）
• ジャーナル連携

• そのために求められる機能が増えてきている
• DOI
• 出版版のリンク
• アーカイブ

• arXivはこの変革に対して、システムの機能、マネージメント、
ビジネスモデルそれぞれにおいて対応が遅れ気味である。

• しかし、arXivは後発の多くのプリプリントサーバのロールモデ
ルであり、またarXivも着実に分野・投稿量・アクセス量を増や
しており、一層の発展が期待される。
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